
 飯舘村の子どもたちの募金や村のふるさと納税で、ラオス・ドンニャイ村に中学校の建設を支援し
ていたところ、完成目前で東日本大震災が発生。ドンニャイ村民が飯舘村民のために祈りをささげ、
中学校から激励のメッセージなどが届けられた。

 こうした交流をもとに、選手に村で練習してもらい、復興している姿を世界に発信したいとの思いで、
飯舘村は、ラオスの「復興ありがとうホストタウン」となった。２０１９年９月にラオスのパラ水泳代表
選手の合宿の受入を実施し、２０２０年の受入に向けた知見を得た。

 飯舘中学校の生徒たちは、昨年度から取り組んできたホストタウンプロジェクトの学習成果の発表
や、選手の練習風景の見学などを通してラオスパラ水泳選手団との交流を図った。今後もラオスと
の交流に向けた学習を継続して取り組んでいく。

ドンニャイ村の中学生の訪問

復興ありがとうホストタウンの取組 福島県飯舘村（ラオス）資料1－2

中学生が作ったパクチー風味の
スムージーで選手をおもてなし

ふるさと学習の様子を見学

ラオスパラリンピック委員会との
覚書締結式

学校プールでの練習風景

選手団が役場を表敬訪問 ラオス国旗を手に歓迎する中学生

飯舘村の支援で完成した中学校

２０１９年９月 事前合宿受入の様子
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